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☆
支
部
行
事
の
お
知
ら
せ

・
支
部
幹
事
会

　

5
月
7
日
（
木
）
10
時
よ
り

　

会
場　

東
世
分
教
会

　
・
教
区
ひ
の
き
し
ん

　

支
部
と
し
て
は
当
面
見
合
わ
せ
ま
す

　
・
婦
人
会
例
会

　

例
会
は
し
ば
ら
く
お
休
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す

世田谷西部支部　婦人会主催

母親講座 中止 のお知らせ

5 月 17 日（日）に予定しておりました

母親講座は、中止することとなりました。

○ 支部例会について
　　急速に感染・拡大する新型コロナウイルスの影響を鑑み、支部例会
　は 8月まで 中止 とさせて頂きます。

感染症拡大に伴い、支部としては以下のように
決定いたしましたのでお知らせいたします。

○ 幹事会について
　　幹事会は 5月より、毎月 7日の午前 10 時から、東世分教会で行わ
　せて頂きます。

○ 教区ひのきしんについて
　　当面、世田谷西部支部としては教区ひのきしんは見合わせます。

・
羽
根
木
公
園
月
例
ひ
の
き
し
ん

　

日
時　

５
月
か
ら
11
月
ま
で
の
毎
月
22
日

　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
11
時
ま
で

　

会
場　

羽
根
木
公
園

　
　

※
管
理
事
務
所
付
近
に
ご
集
合
く
だ
さ
い

　

作
業　

草
取
り
、
掃
き
掃
除
等
の
軽
作
業

　
　
　
　

※
カ
マ
等
は
各
自
で
ご
持
参
下
さ
い

　

雨
天
中
止
、小
雨
の
場
合
は
、南
豊
島
分
教
会
、

　

志
村
ま
で
（
℡090-3049-2749

）

　　　 世田谷西部支部ホームページ

https://tenrikyou-setagayaseibu.
jimdofree.com/

今後とも、様々な行事の変更やお知らせが続く可能性があります。
ホームページなどで最新の情報をご確認ください。

天理教教会本部ホームページ

「新型コロナウイルス感染症の対応について」

https:/ /www.tenrikyo.or. jp/yoboku/
category/information/covid19-info/

『天理時報』手配り一時休止のお知らせ   
（道友社ホームページより　2020 年 4月 2日）

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、不要不急の外出を自粛する要請が各地で出
されている現状を踏まえ、「天理時報」の手配りひのきしん活動を 4月 5日号から一
時休止し、郵送による直送へと切り替えることにいたします。
　なお、手配りの再開は、天理時報紙面ならびに道友社ホームページでお知らせいた
します。

天理時報普及・手配り事務局
電話番号：0743-63-0592
（受付時間　9:30 ～ 16:30　※日・祝除く）

5月 30日～ 31日に教務

支庁で予定しておりました

第 13回「東京わかぎ塾」で

すが、中止することとなり

ました。
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拠点教会 4日号 11日号 18日号 25日号

千　山 直送 手配り 手配り 直送

玉　川 直送 直送 手配り 直送

八幡山 手配り 直送 手配り 直送

東　世 手配り 直送 手配り 直送

神　本 手配り 直送 手配り 直送

編集部　　setanisihenshu@yahoo.co.jp

（3）

支部会報500号記念 特別寄稿

令和二年 法人事務指導のご案内
　本年も、備え付け帳簿の写しを都庁へ提出するにあたり、法人事務指導
を実施いたします。合わせて、財産目録の元となる財産台帳の事務指導も
行います。
日時　5月 30日（土）午前 10時より（※法人教会は午前中からお越しください）
場所　本月分教会

住所　代田 1-26-19　（℡  03-3413-7771）

祝
・
支
部
報
五
百
号 

元
の
理
の
親
心
を
伝
え
る
布
教
を　

 　
　
　
　

 

六
代
支
部
長　

橋
本
武
昭

　

支
部
報
が
昭
和
43
年
8
月
に
発
刊
さ
れ
て
500
号
を
迎
え
た
。
半

世
紀
の
歴
史
、
支
部
報
に
携
わ
っ
た
皆
様
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

私
は
昭
和
48
年(

32
才)

の
時
に
、
支
部
と
の
ご
縁
を
い
た
だ

き
、
一
番
若
輩
で
し
た
が
、
多
く
の
先
輩
先
生
方
と
出
会
い
ご
指

導
を
頂
い
た
。
月
日
の
流
れ
と
共
に
世
代
交
代
し
、
平
成
16
年
か

ら
2
期
6
年
支
部
長
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

毎
年
成
人
講
座
、
2
回
の
陽
気
ぐ
ら
し
講
座
、
お
つ
と
め
総
会
、

全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
の
会
場
を
大
蔵
運
動
公
園
で
実
施

し
、
折
々
に
移
動
例
会
を
行
い
、
支
部
内
の
交
流
を
深
め
た
。
ま

た
「
一
家
庭
に
一
紙
」
を
と
呼
び
か
け
、
天
理
時
報
の
購
読
推
進

と
手
配
り
活
動
の
定
着
に
つ
と
め
た
。
更
に
ま
た
当
時
、
世
田
谷

に
は
東
部
、
中
央
、
西
部
の
3
支
部
が
あ
り
、
中
央
支
部
と
の
合

併
が
成
立
し
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
近
年
、
道
の
教
勢
が
右
下
が
り
あ
る
こ
と
が
残
念
に
思

う
。
高
齢
化
や
宗
教
離
れ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
全
体
に
布

教
力
が
低
下
し
、
私
た
ち
の
信
仰
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
う
。
こ
の
道
は
心
だ
す
け
の
教
え
と
聞
か
せ
て
頂
く
。

　

私
は
73
才
ま
で
医
者
通
い
や
薬
の
世
話
に
な
る
こ
と
も
な
く
、

健
康
体
で
通
ら
せ
て
頂
い
た
が
、
5
年
前
の
あ
る
日
、
突
如
脳
出

血
で
倒
れ
、
救
急
車
で
運
ば
れ
、
医
者
か
ら
今
晩
が
峠
だ
と
家
族
に
宣

告
さ
れ
た
。
気
が
つ
い
た
時
に
は
体
の
半
身
が
障
害
で
手
足
の
自
由
を

失
い
、
歩
行
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
元
に
は
戻
れ
な
い
、
自
分
の
人
生

が
こ
れ
で
終
わ
っ
た
か
と
思
う
と
、
悔
し
く
涙
が
こ
ぼ
れ
た
。
悶
々
と

し
た
日
々
が
流
れ
た
。
少
し
冷
静
さ
を
取
り
戻
し
、
そ
れ
で
も
障
害
な

が
ら
も
命
は
助
か
っ
た
。
目
も
見
え
、
耳
も
聞
こ
え
る
、
食
べ
る
こ
と

も
で
き
る
。
病
は
神
の
手
引
き
と
聞
か
せ
て
頂
く
が
、
そ
の
理
合
い
を

思
案
し
た
。

　

そ
も
そ
も
命
と
は
何
か
を
考
え
た
。
お
道
の
「
元
の
理
」
の
教
え
に

立
ち
返
っ
た
。
神
様
は
泥
海
の
中
か
ら
人
間
創
造
を
思
い
つ
か
れ
、
陽

気
ぐ
ら
し
す
る
の
を
見
て
神
も
共
に
楽
し
み
た
い
と
思
召
し
さ
れ
、
こ

の
世
の
人
間
世
界
を
始
め
ら
れ
た
。

　

今
の
自
分
の
命
は
親
々
か
ら
戴
い
た
命
で
あ
る
が
、
元
の
理
の
筋
書

き
通
り
と
す
れ
ば
、
幾
代
を
重
ね
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
永
い
間
に
は
、

厳
し
い
自
然
環
境
も
あ
っ
た
、
他
の
生
き
物
と
の
淘
汰
も
あ
っ
た
、
戦

争
や
流
行
病
等
幾
つ
も
の
試
練
が
あ
っ
た
。
し
か
し
一
度
も
切
れ
目
な

く
続
い
た
。
偶
然
か
、
運
が
良
く
て
生
き
残
っ
た
の
か
、
教
典
の
一
文

に
は
「
一
度
教
え
ら
れ
た
守
護
の
働
き
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
親
神
は

い
つ
し
か
人
間
の
陽
気
ぐ
ら
し
を
す
る
の
を
神
も
共
に
楽
し
み
た
い
と

の
思
い
で
、永
々
と
成
人
の
守
護
を
下
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
思
う
時
、

親
神
の
計
り
知
れ
得
な
い
親
心
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

教
祖
が
立
教
以
来
、
月
日
の
社
に
お
定
ま
り
下
さ
れ
た
の
は
、
お
ふ

で
さ
き
に
「
こ
の
元
を
ど
う
ぞ
世
界
へ
教
え
た
さ　

そ
こ
で
月
日
が
あ

ら
わ
れ
て
出
た
」
と
お
教
え
頂
く
よ
う
に
、「
人
間

元
始
ま
り
の
真
実
」を
説
き
明
か
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
道
は
、「
心
だ
す
け
」
の
教
え
と
聞
か
せ
て

頂
く
。
心
だ
す
け
と
は
、
生
命
の
本
元
を
理
解
し
、

親
神
様
の
守
護
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
た
命
で
あ
る
こ

と
を
悟
り
、
生
き
る
目
標
で
あ
る
陽
気
ぐ
ら
し
へ
と

心
の
向
き
が
変
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

以
来
私
は
、
命
の
本
元
を
実
感
さ
せ
て
頂
き
、
心

の
明
る
さ
を
取
り
戻
し
、
何
事
も
前
向
き
な
心
に
変

わ
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
も
進
ん
で
取
り
組
み
、
感
謝
と

喜
び
の
心
が
多
く
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
て
今
日
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
世
界
に
蔓
延
し
、

そ
の
終
息
は
一
向
に
見
え
ず
、
人
類
に
と
っ
て
大
き

な
試
練
に
直
面
し
て
い
る
。

　

教
祖
の
時
代
の
明
治
12
年
に
日
本
で
は
コ
レ
ラ
が

大
流
行
し
、
国
内
感
染
者
が
16
万
人
、
死
者
10
万
人

を
超
え
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
の
お
ふ
で

さ
き
に
「
世
界
に
は
コ
レ
ラ
と
言
う
て
い
る
け
れ
ど

月
日
ざ
ん
ね
ん
し
ら
す
こ
と
な
り
」
と
、
又
こ
の
３

つ
先
の
お
歌
に
は
「
月
日
に
は
人
間
は
じ
め
か
け
た

の
は　

陽
気
遊
山
が
み
た
い
ゆ
へ
か
ら
」
と
詠
ま
れ

て
い
る
。
当
時
明
治
政
府
は
、
皇
祖
神
を
崇
め
る
神

道
を
国
教
と
し
、
教
祖
の
元
始
ま
り
の
教
え
を
否
定

し
、
弾
圧
干
渉
を
強
め
た
。
結
果
と
し
て
教
祖
は
度
々

獄
舎
の
ご
苦
労
を
下
さ
れ
た
。
教
祖
は
官
憲
の
無
理
解

に
対
し
て
「
残
念
」
と
仰
せ
ら
れ
た
。

　

今
日
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
親
神
の
残
念
を
晴
ら
す

に
は
、
私
た
ち
は
元
の
理
に
立
ち
返
っ
て
思
案
し
、
私

た
ち
人
間
の
上
に
お
掛
け
下
さ
れ
た
尽
き
な
い
親
心
と

陽
気
世
界
へ
の
目
標
を
見
定
め
て
、
心
を
立
て
直
す
こ

と
が
急
が
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

今
年
４
月
の
婦
人
会
本
部
記
念
総
会
が
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
。
総
会
に
向
け
て
中

山
は
る
え
婦
人
会
長
は
、
折
々
に
元
の
理
の
お
話
を
さ

れ
、
こ
の
教
理
を
伝
え
る
こ
と
が
布
教
で
あ
る
と
強
調

さ
れ
た
。

　

神
様
と
言
え
ど
、
姿
や
形
で
見
る
事
も
表
す
こ
と
も

出
来
な
い
。
信
ず
る
者
の
心
の
中
に
宿
り
、
言
動
を
通

し
て
伝
承
さ
れ
て
い
く
。
元
の
理
に
こ
も
る
親
心
を
伝

え
る
布
教
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。


